
　　　　　　　　　　　昭和51年度（問　題）

午前の部

1．次の数値を小数以下第3位まで求めよ。（第4位を四捨五人）

　ω　αエ＝9．8Q0，Aエ＝O．200のとき，利率ゴの値を求めよ。

　12〕Nエ三10，000，N洲二8，000，4土0．05のとき，Aエの値を求めよ。

　③　Aエ＝O．200，Aエ、’＝O．300のとき，lVエの値を求めよ。

　14〕ヰV工＝O．二50，A州＝O．3b0，4＝0．05のとき。Pエの値を求めよ。

2．死亡解約脱退残存表で，中央死亡率mエおよび中央解約率（〃胴）エを既知として，

（π）の契約が1年間存続する確率Pエを求めよ。

3．次式を証明し，この等式のもつ意味を言葉で説明せよ。
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午後の部
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5．25年満期養老保険の年払純保険料を，最初の5年は普通終身保険と同一の純保険料

　とし，以後20年間は純保険料を増額して，最初の5年間の不足額を補填するように定め

ようとする。後の20年間に払い込むべき純保険料を定めよ。

　　また，将来法および過去法によって，10年経過時の責任準備金の式を求め，これが

同一となることを証明せよ。
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　　　　　　　　　　　昭和51年度（解答例）

午前の部

1．11〕Aエ（1＋ゴ）十〃蠣＝1　より　　’二（1－Aエ）／（oエ牛A躬）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二（1－0，200）／（9，800＋O．200）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝0，800／10，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝0，080

　　　　　　　　　　　　　’　　　Nエ　＿　　　0．05　　　　10．000
　　12〕A冗＝1－aoユニ1一一　　　　　　＿1　　　　×
　　　　　　　　　　　　1＋’NエーN五十1　　　　1．05　　ユ0，000－8，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝1－0，238

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝0，762

　　　　　　　A元。’一Aエ　　0，300－0，200
　　｛3〕　’V工＝　　　　　　　：
　　　　　　　ユーAエ　　　　ユー0．200

　　　　　　　　　　　　　0．100

　　　　　　　　　　　　　0，800

　　　　　　　　　　　　・＝0．125

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＋’
　　14〕’VユニAエ。’一Pπoエ。’＝Aエ。’　　　Pエ（ユーAエ、’）より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ゴ

　　　　　　　　　　4　　A肘’一’Vエ＿0105　0，300－0，150
　　　　　　Pπ＝　　　　　　　一　　　×
　　　　　　　　　1＋づ　ユーA針’　　1．05　　　エー0．300

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，05　　0．王50
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，05　　0，700

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝01010

2．κをκ歳における残存数

練鶯：：l1簑；篇1㌘卜
　　　　　　　　必
　　　m’Z二一士（ω二十d二）

　　　　　　　　　〃二
　　　（〃㎜）元r二＿去（〃二十6二）

　　　　　1州　　　　　　　。　。　　　・1＝T　　！二・…r（a1＋・二）
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であるから
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3． ｛i〕式の証明

夫（ω一音（！巾〃）

　　　　　　一夫ψ州〃

　　　　　　一P’去1州〃

　　　　　　一一中仏伽〃

　　　　　　＝一んA工

㈹言葉による説明

五！工万。一〃。！…万1・r帆なることから，生命年金現価において年
　〃　　　　　卜。　　　々

令を微小区間変化させたときの変化率は，その時点における終身保険の現価相当分

だけ減少することを示している。
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午後の部
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D工。。

μ一五十”

｛3〕　P五十’：π十6

（14jと15〕は逆でも可）

D工

51川求める保険料をピとすると

　　A工：石1＝P工6工＝百十P’（6エ：万一6工：’…1）一

　　　　、　A躰万一P工α工’…1＿M九一M工。25＋Dエ。25－Pエ（NエーNエ。5）

　　　P＝　　　　　　6王＝得一∂工：一；1　　　　　　　　　　N肝5－N工十25

　　　　　　　　　　　　　　　　　PエNエ。5－Mエ。25＋Dエ。25

N工十5－N工十25

1ii〕将来法による責任準備金

　過去法による責任準備金

A工、、。：丁…1－P’∂工・1o＝祠

叫1、。｛・工（・工一・工・・）・・’（・工・・一・工…）

一（・正一・舳）｝

㈹将来法と過去法が等しいことの証明

　1iはり　P’（N工、5－N工十2、）＝M工一M針25＋Dエ・25－Pエ（NエーNエ・5）

　　　　　P・N1・・一N1…　M1－M1…十D舳・P工N1－N1・・＝0
　　2e　　　　　D工、、o　　　　　　　　D工、工。　　　　　　　　　D工十10

　将来法＝Aエ、、o：丁；1－P’6エ。10：司

　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　、Nエ、5－Nエ、25　MエーMエ。25＋Dエ。25
　　　　　二A舳1得一一P6州：得十P　D工、、。　　D工、、。

　　　　　　　　　N工一N工。5
　　　　　　一←P工
　　　　　　　　　　D工。1o

一町1、。｛（・…r・舳・叫・・）一・’（・一一・舳）

…（・針、一・工十、、）一（・工一・工。。。・・舳）・・工（・ゲ・出）｝
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τ1、。｛・工（・ゼ・…）・ピ（・…一・一1・）一（レ心一）｝

＝過去法
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